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※申込時にお預かりする個人情報は、取扱いに十分留意し、本事業の実施に

係る事務以外には使用いたしません。 

一般５０人〔申込制（先着）〕  

６月５日（水）13：30～15：30 

南湖公民館  講義室  

筆記用具  

5 月９日 (木 ) 9 時～  電話または来館にて受付  
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TEL 0467(86)4355 

桐壺帝の皇子である光源氏の恋や結婚の対象になるのは、藤壺や
葵の上など高貴な女君たちでした。ところが 17歳の夏、彼ははじめ
て「中の品」（中流貴族）の女性と出会います。「方違え」（目的方向
が避けるべき方向に当たる時、いったん別の方向に出向き、そこから
目的地に向かう風習があった）に赴いた邸に暮らす伊予介の後妻、
空蟬という女君でした。 
今回は、帚木・空蟬の巻に描かれているこの「中の品」の女君、 
空蟬の物語を読み解いていきます。 


